
金
木
町

の
公
園
地
と
し

て
凝
、コ
れ
芦
野

の
虫
、
赤
坂
の
秋
月
ど

共
に
合
木
入
景

の
 
奪
り
因
に
招
魂
碑

の
南
方
＋
数
間
に
俳
聖
 

芭
在
塞
m
の
碑
及
ひ
斯
道
に

名
あ
ろ
本
町
虎
谷

一
虎
の
碑

あ
り
又

口
露
の
殉
難
「
n
田
中
正
一

の
遺
族
の
建
て
ー
碑
等
あ
り
 

◇
静
」
か（W
 
・
毒
丁
マ
木
字
芦
野
に
あ

、
り早
く
よ
り
津
盤
地
方
を

代
表
言
べ
き
競
馬
場
建
設
の
義
あ
り
し
が
偶
々
大
正
ニ

年
西
叱

産
馬
組
合
の
合
同
し

た
る
を
機

A
i
一金
木
轟
曾
は
金

七
百
聞
を

寄
附
僚
件
と
し
て
組
合
に
建
設
と
交
渉
し
た
る
も

常
時
組
合
は

慈
済
上
者
慮
を
要
す
る
も
の
あ
り
と
し
て
懸
按
中
に
鵬
せ
し
を

五
十
六
戸
、
惣
代
人
田
中
要
吉
氏
外
三
名
な
り
本
寺
は
明
治
四

年
十
ニ
月
南
憂
寺
火

災
の
際
全
部
類
焼
し

同
三
十
年
再
築
せ
し

が
同
三
十
八
年
四
月
十
六
日
金
木
大
火

の
際
再
び
類
焼
に
羅
り

現
時
は
侵
建
物
な
り
 

三
、
名
 
所
 

奮
 
蹟
 

◇
養
の
川
原
 

金
木
町
大
字
川
倉
の
匿
有
原
野

に
あ
り
此
の
地

は
大
字
金
木
を

距
る
宰
里
に
し
て
ー
の
洞
堂
め

b
享
保
年
間
よ

り
地
臓
尊
を
安
置
し

て
之
を
祭
れ
b
例
祭
日
は
毎
年
六
月
二
十

三
、
四
雨
日
な
り

文
化

の
初
年
雲
群
寺
十
四
世
太
淳

和
尚
の
時

代
に
至
り
信
向
参
秤
す
ろ
も
の
漸
く
多
く
爾
来
奏
の

川
原
の

名

四
方
に
喧
樽
し
例
祭
日
の
如
き
は
今

省
ほ
近
郷
の
人
々
は
勿
論
 

数
十
里

の
遠
き
を
厭
は
ず
老
若
男
女
群
集
し
て
渡
昇

す
る
を
見
 
 

る
西
南
は
藤
枝
の
溜

池
に
臨

み
堂
宇
を
続
ら
す
に
松
樹
を
以

て

一
憂
ど
な
し
風
光
明
婿
愛
す
ぺ

き
の
地
に
し
て
金
木
八
景
の
ー
 

に
敷
へ
ら
る
 

◇
招
魂
碑
 
大
字
金
木

字
芦
野

の
原
野
に
あ
り
日
清
役
の
戦
死

者
の
霧
め
に
建
て

ー
碑
は
元
帥
伊
東
海
軍
大
持
の
筆
に
む
て

旧

露
殉
難
者
の
霧
の

に
建
て
し
碑
は
元
帥

野
津
陸
軍
大
特
の
筆
な

り
毎
年
招
魂

祭
典
を
畢

行
し

て
殉
圃
諸
士
の
英
璽
を
慰

む
此
の

地
は
大
字
金
木

の
北
端
約
五
町

の
庭
に
し
て
懸
道
に
沿
ひ
地
勢

高
燥
四
面
能
く
展
け
東
方

に
は
大
倉
激
南
方
に

は
岩
木
山
の
聾

ゆ
る
あ
り

て
眺
望
絶

佳
天
然
の
風
光
に
富
み
加
ふ
る

に
先
年
松

楼
敷
百
株
を

移
植
せ
し

を
以
て
一
層
の
風
致
を

添
へ
た
り
慈
来

金
木
町

の
公
園
地
と
し

て
凝
凸
れ
芦
野

の
虫
、
赤
坂
の
秋

月
ど

共
に
金
木
八
景

の
 
な
り
因
に
招
魂
碑

の
南
方
十
数
澗
に
俳
聖

芭
在
翁
の
碑
及
ひ
斯
道
に

名
あ
ろ
本
町
虎
谷

一
虎
の
碑

あ
り
又

日
露
の
殉
難
者
田

中
正
一

の
遺
族
の
建
て
ー
碑
等
あ
り
 

◇
静
か
場
 
大
字

金
木
字
芦
野
に
あ
り

早
く
よ
り
津
鰹
地
方
を

代
表
す
べ
き
競
馬
場

建
設
の
義
あ
り
し
が
偶
々
大
正
二

年
西
北

産
馬
組
合

の
合
同
し

た
る
を
機
こ
し
金
木
轟
曾
は
金
七
百
鳳
を

寄
附
修
件
と
し

て
組
合
に
建
設

ぜ
交
渉
し
た
る
も
営
時
組
合
は

慈
済
上
者
慮
を
要
す
る
も

の
あ
り
と
し
て
懸
按
中

に
属
せ
し
を

翌
三
年
六
月
鳴
海

廉
之
助
、
古
川
市
三
郎

の
雨
民
よ
り
更
に
建
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議
し
組
合

と
金
木
村
と
幾
多
の
協
商
を

重
ね

て
像
定
地

の
暇
測

量
を
鴛
し
翌
年
四
月
よ
り
エ
を
起
し

て
此
庭

に
金
木
競
馬
場
の

建
設
を
見
る

に
至
れ

b
大
正
五
年
懸
聯
合
曾
第
十
二
回
競
馬
曾

を
開
催
し

て
同
時
に
落
成
式
を
畢
行
せ

h
蓋
し
津
軽
地
方
代
表

的
競
馬
場
に
し

て
亦
本
町
の
誇
た
ろ
を
失
は
ず
 

◇
射
的
場
 
本
町

軍
人
分
曾
の
キ
唱

に
係
b
金
木
町
よ
り
三
百

園
金
木
麗
よ
り
百
園
の
寄
附
を
仰

き
て
目
下
工
事
進
渉
中
な
る

が
場
所

は
芦
野
競
馬
場
南
端

に
地
を
相
ー
二
百
メ
ー
ト

ル
及
ひ

三
百

メ
ー
ト

ル
の
距
離

ニ
ケ
所
を
設
け
た
り
 

雑
 
録
 

一
、
篤
 
志
 

家
 

A
津
島
源
右
衛
門
氏
 

明
治
四
年
六
月
西
郡
木

造
町
に
生
る
長

じ
て
津
島
家
を
襲

く
、
津
島
家
は
本
町
の
富
豪
入
つ

て
家
を
督
 

・

し
て
以
来
益

々
産
を
殖
ゃ
し
富
を
増
し
又
力
を
公
盆
に
喝
し
数
 

育
に
慈
善
に
買

献
せ
る
慮
多
く
同
町

の
安
寧
幅
利
の
鴛
め
私
財

を
投
せ
ら
る
こ
も
の
妙
か
ら
ず
父
地
方
に
於
け

る
公
私
の
事
業

に
し
て
輿
ら

き
る
も
の
殆
ん
と

な
く
名
春
の
職

に
在
る
も
の

一
一

三
に
し
て

止
ま

ら
す
明
治
三
十
四
年
懸
曾
議

員
に
畢
げ
ら
れ

1
1一

十
六
年
九

月
再
び
孫
曾
議
員
及
び
参
事
曾
員

に
選
ぱ
れ
四
十
五

年
五
月
の
総
選
畢

に
於
て
本
孫
郡

部
よ
よ
出
で

こ
衆
議
院
議
員
 

に
常
選
・
し又
農
工

銀
行
の
重
役
株
式
曾
此
金
木

銀
行
の
頭
取
也

▲
高
僑
蒲
左
衛
門
氏
 

津
島
氏
に
次
ぐ
の
素
封
尿

な
り
多
年
力

を
公
共
に
轟
し
教
育
慈

善
或
は
衛
生
等

に
貢
献
す
る
慮
妙
奪
か

ら
ず
大
正
四
年
本
懸
下

に
於
け
る
陸
軍
特
別
大
演
習
終
了
後
饗

餐
を
賜
り
し
際
地
方
の
名

望
家
と
し
て
参
列
の
光
築
に
浴

せ
り
 

A
其
他
の
篤

志
家
 
姥
名
元
太
郎
氏
は
曾
っ

て
郵
便
局
長

た
り

現
に
町
曾
議
員

に
し
て
温
厚
篤
賓
り
好
紳
士
な
り
伊
藤
豊
吉
氏

も
亦
町
曾
議
員
，
郡
曾
議
員

に
・
して
曾
て
消
防
組
頭

た
り
現
在

は
後
進
に
譲
り

て
顧
問
た
り
 

ニ
、
町
 
制
 
記
 

念
 

二
月
十

一
日
紀
元
節
の
営

日
を
以
て
町
制
施
行
の
件
認
可
さ
れ

た
る
本
町
は
七
月
三
日
盛
大
な
る
祝
賀
曾
を
畢
行
し
係
下

の
知

名
シ
招
待
し

て
町
民

一
に
此
の
千
載
の

一
遇
を
祝
帽
す
る
筈

な

る
が
更
に
之
が
記
念
事
業

ど
し
て
公
衆
電
話
並

に
特
設
電
話
を

加
設
す
る
事
に
決
し

目
下
其
筋

に
票
請
中
な
れ
ば
近
く
賓
現
を

見
る

ぺ
し
之
に
要
す
る

費
用
は
金
木
町
一
千
五
百
園
金
木

麗

一

千
五
百
園
寄
附

す
る
事
と
し

特
設
電
話
は
加
入
申
込
者
一
戸
に

は
三
百
園
審
附

の
筈
な
る
既

に
三
十
戸
の
加
入
申
込
あ
り

た
り
 

嚢
 
苑
 

金
木
町
の
若
草
曾
は

大
正
三
年
の
春
も
ま
た
湊
芽
か
原
に
萌
え

出
た
る
風
流
子
の
寄
合

に
し
て
木
人
宗
匠
を
選
者
ど
し
曾
員

一
一
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々
 

車 蛙 々 村 

若
草

曾
同
入
 

明
け
放
っ

公
曾

堂
や
風

薫
る

諾
鳥
の
嚇

聞
か

ん
此

の
日

よ
り

雨

一
過

薮
符

の
の
び
て
け

り

菜

の
花
や

役
場

の
札

の
新
し

き

花

電
気

輝

く
町
 

や
 
宵
 
の
春

音
吐
朗
々
ど
就
詞
を
讃
む
や
風
光
る

式
場
に
て
乙
鳥
入
b
楽
る
貌
ひ
か
な

鷲
の

旭
 
に
向
 
ひ

初
 
晋
 
か
 
か
〉
 

尾
を
捨
「

こ
名
の
改
ま

る
蛙

か

な
 

角
田

白
泉

子

電
燈
灯
ろ
町

並

に
水

は
打

た

れ

ぬ
 

煙
筒

の
煙
員
直

に
開
町
の
朝
晴
れ

た
り
 

高
 
橋
 
世
 

外

餓
念
な
／

旗
見
居
る
兇
街
に
風

薫
る
 

夜
撃
出
れ

は
町
並

は
静
か
に
電
燈

に
浸
れ
り
 

高
橋
三

行
子

高
く
澄
め
る
朝

空
に
街
路

は
壊
も
立
て
じ
 

旭
輝
く
曾
場

の
彼
方
に
風
も

な

き
若
葉
 

金木町野呂郁三氏蔵書

原本より復刊 

大
正
九

年
山
ハ
月
廿

五

日
印

刷
 

同
 

年
山
ハ
月
三

十
日

駿
行
 

編
纂

者
 
小
 
野
 
善
 

一
一
 

登

行
者
 
長
 

谷
 
川
 
誠
 
一
 

青

森
市
寺
町

七
十
四
番

地
 

印

刷
所
 
高
 
谷
 
活
 
文
 
耽
 

登
行
所
 
金
木
町
役
場
 

十
名
あ
り

こ
た
び
金
木
の
里

の
町
ど
改
ま
b
た
る
を
す

さ
み
て
 

全 火 全全痴全静全 月 

善 

<30> 

金木町野呂郁三氏蔵書

原本より復刊 

大
正
九

年
」
ハ
月
廿
五

日
印

刷
 

同
 

年
山
ハ
月
三
十

日
駿
行
 

編

纂

者
 
小
 
野
 
善
 
一
一

登

行
者
 
長
 

谷
 
川
 
誠
 
一
 

青

森
市
寺
町

七
十
 

印

刷
所
 
高
 
谷
 

登
行
所
 
金
木
町
役
場
 

高 

活器jII 

文地誠 

耽 一 
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々
 

車 蛙 々 村 

＋
名
あ
り

こ
た
び
金
木
の
里
の
町
ど
改

ま
b
た
る
を
す

さ
み
て
 

若
草

曾
同
入
 

明
け

放
っ

公
曾

堂
や
風

薫
る

諾
鳥
の
嚇

聞

か

ん
此

の
日
よ
り

雨
一

過

薮
符

の
の
 
び

て
け

り

菜

の
花
や

役
場

の
札

の
新
し

き

花

電
気

輝

く
町
 

や
 
宵
 
の
春

音
吐
朗
々
ど
就
詞
を
讃
む

や
風
光
る

式
場

に
て
乙
鳥
入
り

楽
る
貌
ひ

か
な

鷲

の

旭
 
に
向
 
ひ

初
 
晋
 
か
 
な

尾
を
捨
「

こ
名
の
改
ま

る
蛙

か

な
 

角
田

白
泉
 

電
燈
灯
ろ
町

並

に
水

は
打
た

れ

ぬ

煙
筒

の
煙
員
直

に
開
町
の
朝
晴
れ

た
り
 

高
 
橋
 
世
 
外
 

餓
念
な
／

旗
見
居
る
兇
街

に
風

薫
る
 

夜
畢
出
れ

は
町
並

は
静
か
に
電
燈

に
浸
れ
り
 

高

橋
三

行
子
 

一
」
ワ
、
澄
め
る
朝
空
に
街
路
は
壊
も
立
て
じ

旭
輝
く
曾
場

の
彼
方
に
風
も

な

き
若
葉
 

子全 火 全全痴全静全 月 
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